
 

 

 

 

 

• タイからの輸入品に対する米国の 1 9％の相互関税は、二輪

車の一部モデルの輸出に影響を与えると予測される。競争

激化が予想されるクラスとして、エンジン排気量が 800cc を

超えるもの、また 90ccから 190cc以下のものが含まれる。 
 

• ただし、タイから米国へ輸出される二輪車の約 5 6％は、関

税引き上げにもかかわらず価格競争力を維持している。こ

のため関税の影響にもかかわらず、2 0 2 5 年のタイの二輪車

輸出額は、前年比 28％の増加が見込まれている。 
 

タイは世界第 5 位の二輪車輸出国として位置付けられており、主な輸

出先市場は米国である。 
 

タイは世界第 5位の二輪車輸出国であり、2024年では 99カ国に輸出、

うち米国が最大の輸出先となっている。2025 年 5 月時点では、米国へ

の輸出額は約 USD 2億 5,800万ドルで、タイの二輪車総輸出額 USD 12億

2,000 万ドルの約 21％を占めている（図 1）。最も多く輸出されている

二輪車のセグメントは、エンジン排気量 250ccから 500cc以下のモデル

である（図 2）。 

 

図 1：タイの二輪車輸出相手国とシェア 図 2：タイから米国へ輸出された二輪車のモデル別シ

ェア 

 
 

            Source: Trademap, compiled by KResearch 

タイの二輪車輸出は、米国による 19％の相互関税によって

一部影響を受ける可能性があるが、全体的な成長率は依然

として 28％と予測。 
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相互関税は輸出コストに影響を与えるが、タイの二輪車は依然として競

争力がある 
 

二国間交渉の結果、2025 年 8 月 1 日から米国はタイからの輸入品に対し

19％の報復関税を課すことを決定した。これにより、日本、EU 諸国、イン

ドネシアなど米国向け二輪車輸出における主な競合国（図 3）と比べて、タ

イ製二輪車のコスト上昇が懸念される。（中国を除く、表 1） 

 

図 3：米国への二輪車輸出量（輸出元国別・車種別） 
 

 

 

Source: FTI, compiled by KResearch (data as of 5M25) 

 

表 1：各国から輸入される二輪車に対する米国の関税率 
 

国 MFN IEEPA Reciprocal 
Tariff 

Total 

日本 15% (Reciprocal Tariff + MFN) 

 EU諸国 15% (Reciprocal Tariff + MFN) 

- 

15%* 

15%*  

インドネシア 0% - 2.4% - 19% 19% - 21.4% 

タイ 0% - 2.4% - 19% 19% - 21.4% 

中国 0% - 2.4% 20% 10% 30% - 32.4% 
 

Source: ITC, compiled by KResearch (data as of 5M25) 

 

新しい関税税率の適用後も（図 4）、タイ製二輪車はほとんどのクラスに

おいて競争力を維持すると予想されているが、一部は以下の負の要因によ

り更に大きな課題に直面する可能性がある： 
 

• 競争力を維持すると見込まれる二輪車クラスは、エンジン排気量が

250cc から 800cc 未満のクラス（タイから米国へ輸出される二輪車の

56％を占める）である。 

新たな相互関税措置にもかかわらず、このクラスにおけるタイ製二輪車

の輸入価格は、主要な競合国である日本製品に比べて 23～32％の低水準



 

 

を維持している。中国製品はより低価格であるものの、購入者は価格よ

りも品質を重視し、主に欧米や日本ブランドのタイ製二輪車を好む傾向

にある。この傾向は市場シェアにも表れており、このクラスにおける米

国の輸入二輪車全体の 8％を中国からの輸入が占めるのに対し、タイは

38％を占めている。 
 

• 競争が激化すると見込まれる二輪車クラスは、エンジン排気量が 800cc

を超えるもの、および 90ccから 190cc以下のもの（それぞれタイの米国

向け二輪車輸出額の 27％と 9％を占める）である。 
 

- 800cc を超えるクラス：現在、このクラスのタイ製二輪車の輸入価格

は、日本製の競合製品よりも高くなっている。このクラスにおいて

タイから輸出される二輪車の大部分は欧米ブランドであり、今後、

日本から輸入される二輪車との間で競争が激化する可能性がある。 

 

- 90cc から 190cc 以下のクラス：関税引き上げ後、このクラスのタイ

製二輪車の米国輸入価格は、中国製の 3 倍に跳ね上がっている。価

格に敏感な消費者がこの価格差によって中国製に向かう可能性があ

るが、このクラスのタイ製二輪車のほとんどは日系ブランドであ

り、また直接の競合相手である、インドネシアから輸出される二輪

車の価格は依然としてタイよりも高いため、タイからの輸入は若干

増加し、中国メーカーに奪われた市場シェアと一部相殺されるもの

と予測される。 

 

図 4：米国における主要 3 カ国からのモーターサイクルの輸入価格の

平均（エンジン排気量別） 
 

 

Source: FTI, forecast by KResearch 

 

タイの二輪車の対米輸出は、依然として 28％の増加が見込まれる。 
 

カシコン・リサーチセンターは、米国による特定クラスのタイ製二輪車に

対する報復関税の影響の一方で、タイの 2025年米国向け二輪車輸出は前年

比 28％増の 5 億 2,300 万ドルに達すると予測している。この成長は、2025

年 8 月 1 日の関税実施に先立つ早期出荷だけでなく、昨年末に一部のブラ

ンドが 800ccを超える大型二輪車の生産拠点をタイに移転したことで、今年



 

 

度の輸出量が急増したことも要因となっている。ただし、タイの米国向け

二輪車輸出には今後も課題が残されている： 

  

• 低コストの中国製二輪車による競争の激化：エンジン排気量が 250ccか

ら 800cc 以下のクラスにおいて、中国製は米国の輸入全体の 8％を占め

るに過ぎないが、2025 年は当初 5 ヶ月間で米国への輸出は前年同期比

77％増加した。一方、市場リーダーであるタイは前年同期比 5％の成長

に留まった。 
 

• 米国製二輪車の圧力：輸入価格の上昇、特に 800cc以上のクラスにおい

て、タイ製バイクの小売価格が上昇し、米国製の販売価格に近づく可能

性がある。これにより、一部の購入者が国産車の購入にシフトする可能

性がある。この結果については、各メーカーが輸入モデルと国内生産モ

デルの両方に対して、価格戦略をどのように調整するかに大きく依存す

ると思われる。 
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